
都市計画の専門家として名古屋市のまちづくりに携
わり、「都市計画史Ⅱ」の編集実行委員会事務局長を務
められた杉山正大氏による名古屋のまちの成り立ちを
探る連続講座。

歴 史
まちづくり
連続講座

11月18日 土 １４：００～１６：００

第３回

講師 杉山正大

12月16日 土 １４：００～１６：００

第４回 「まちの賑わいの歴史Ⅲ ～文化～ 」

講師 杉山正大

会場 名古屋都市センター 11階ホール

「まちの賑わいの歴史Ⅱ～金融～ 」



歴史まちづくり連続講座（令和五年度後半）

・ 上記のＱＲコードで各回ごとにＷＥＢサイトからお申し込み下さい。

(※ グーグルアカウントが必要です。)

・ お電話、窓口での受付はしておりません。ＷＥＢサイトをご利用できない場合は

ＦＡＸ、Ｅメールでも受付いたします。

・ 参加確認のご連絡はいたしませんのでご了承下さい。

・ 申込終了日前でも申込先着順で定員（40名予定）になり次第締め切らせていただきます。

・ 申込状況は「なごや歴まちネット」のお知らせ欄をご覧下さい。

申し込みは
こちらから

申し込みは
こちらから

※表面写真の一部は[名古屋市建築局編,「建築の肖像」,1991年]より引用

FAX 052-678-2209

E-mail event@nagoya-rekimachinet.jp

URL https://www.nagoya-rekimachinet.jp

TEL 052-678-2220　調査課 （歴史まちづくり担当)

申込方法

講座　第３回（出席・欠席）

講座　第４回（出席・欠席）

お 名 前

お 電 話

E-mail

参 加 講 座

第３回
講師　杉山正大 

　11月18日(土) 14:00～16:00　（申込終了日　11月12日(日))

第４回
講師　杉山正大 

　12月16日(土) 14:00～16:00　（申込終了日　12月10日(日))

　まちの賑わいの歴史Ⅱ　～金融～

　まちの賑わいを支えている中に銀行など金融機関があります。銀行はかつて重

厚な建物が中心でしたが、次第に明るく親しみやすい感じに変わってきました。

明治になってから中央資本、地元資本あわせて多くの銀行が設立されましたが、

次第に統合されていきます。ここではそれらの変遷を探りつつ、まちの景観がど

う変化したかをたどります。

　まちの賑わいの歴史Ⅲ　～文化～

　まちの賑わいの基礎をなすのは文化でしょう。文化のうち書籍に関する施設、

かつて存在した貸本屋、本屋・版元と近代の図書館を採り上げます。こうした施

設は人々の知識欲に促されるとともに、時代の趨勢にしたがって変遷していきま

す。現在では「知の拠点」としての役割が求められています。ここではそれらの

移り変わりを見ていきます。
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